
１
．
研
究
の
目
的
と
方
法

　
現
代
語
で
は
、「
ア
ウ
」
の
用
字
法
が
凡
そ
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

【
現
代
語
の
「
ア
ウ
」
の
用
字 

［
合
う
］
ぴ
っ
た
り
と
あ
わ
さ
る
。

「
気
が
合
う
」「
服
に
体
が
合
う
」「
計
算
が
合
う
」

［
会
う
］
人
と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
る
。
人
が
集
ま
る
。

「
客
と
会
う
」「
仲
間
と
広
場
で
会
う
」

［
逢
う
］
男
女
が
顔
を
合
わ
せ
る
。「
公
園
で
恋
人
と
逢
う
」

［
遭
う
］
出
く
わ
す
。
好
ま
し
く
な
い
も
の
に
あ
う
。

「
交
通
事
故
に
遭
う
」「
に
わ
か
雨
に
遭
う
」

［
遇
う
］
思
い
が
け
な
く
出
あ
う
。「
幸
運
に
遇
う
」「
偶
然
に
遇
う
」

　
一
方
、
日
本
語
の
歴
史
の
な
か
で
捉
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
用

字
法
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 ＊

１法】

　
本
稿
で
は
、
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
例
を
帰
納

し
、
用
字
法
を
確
認
す
る
こ
と
で
、「
今
昔
物
語
集
」
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
、

先
に
示
し
た
疑
問
に
こ
た
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　「
今
昔
物
語
集
」
は
、
高
等
学
校
の
古
典
教
材
と
し
て
、
広
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
作
品
で
あ
る
。
現
代
語
、
古
語
の
ど
ち
ら
も
扱
う
国
語
科
教
師
が
用
字
法
を

把
握
し
て
お
く
べ
き
作
品
と
し
て
、
取
り
上
げ
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
、
研
究

の
対
象
と
し
た
。

　「
今
昔
物
語
集
」
の
中
で
も
、
鈴
鹿
本
は
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
原
本
に

近
い
資
料
と
言
わ
れ 

ま
た
、
書
写
年
代
で
あ
る
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
言
語

資
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し 

　
調
査
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
日
本
古
典
文
学
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
利
用
し
、「
今
昔
物
語
集
」
の
う
ち
鈴
鹿
本
を
底
本
と
す
る
巻
で
、
漢

字
を
検
索
し
た
。
各
漢
字
の
う
ち
、
山
田
孝
雄
他
校
注
『
今
昔
物
語
集
一
～
五
』

で
、「
ア
フ
」（
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
）
と
訓
読
す
る
用
例
を
研
究
の
対
象
と
し

た
。
ま
た
、『
今
昔
物
語
集
漢
字
索
引
』
な
ど
で
も
重
ね
て
調
査
し
た
。

　
な
お
、
山
田
孝
雄
他
校
注
『
今
昔
物
語
集
一
～
五
』
に
よ
る
と
、
調
査
範
囲

の
「
ア
フ
」
に
は
異
同
が
な
い
。

＊
２る。

＊
３た。

　

鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
を
表
す
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て

刀
　
田
　
絵
美
子

―　　―１



２
．
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る

「
ア
フ
」
の
表
記
と
用
法

　
　「
ア
フ
」
の
表
記

２．１　
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、「
ア
フ
」
の
表
記
と
し
て
確
認
で
き
た

の
は
、
値
（
一
一
九
例
）、
會
（
五
二
例
）、
遇
（
十
三
例
）、
合
（
十
例
）、
遭

（
一
例
）、
逢
（
一
例
）、
相
（
一
例
）
の
七
漢 

よ
び
、
仮
名
表
記
（
一 

で
あ
っ
た
。

　
　「
ア
フ
」
の
用
法

２．２　
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
例
を
帰
納
し
、
類
型
を

試
み
る
。
そ
の
際
、
磯
貝
２
０
０
３
で
示
さ
れ
た
、
用
法
（〈
逢
会
〉〈
結
婚
〉

〈
遇
機
〉〈
拮
抗
〉〈
合
致
〉）
を
踏
襲
し
つ
つ
、
細
分
化
し 

以
下
に
、
鈴
鹿

本
『
今
昔
物
語
集
』
で
確
認
で
き
た
九
用
法
（
ａ
～
ｉ
）
を
示
す
と
共
に
、
当

該
漢
字
に
傍
線
を
付
し
て
、
用
例
を
掲
げ
る
。
用
例
に
続
い
て
、
巻
及
び
説
話

番
号
を
括
弧
で
示
す
。

　
な
お
、
以
下
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
用
例
は
、
山
田
孝
雄
他
校
注
『
今
昔
物
語

集
一
～
五
』
を
参
考
に
、
訓
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
説
話
番
号
も
同
書
に
よ
る
。

〈
逢
会
〉―
　
人
等
に
出
会
い
あ
た
 

〈
結
婚
〉―
　
男
女
（
雌
雄
）
が
結
び
付
く

ａ
　（
会
い
た
い
と
思
い
、
人
な
ど
に
）
あ
う

・
結
縁
セ
ム
ガ
為
ニ
、
彼
ノ
山
ニ
行
テ
聖
人
ニ
會
テ
（
巻
十
二
・
三
十
六
）

 

＊
４字お

＊
５例）

＊
６た。

＊
７る

ｂ
　
男
女
が
関
係
を
結
ぶ
。
転
じ
て
、
結
婚
す
る

・
簾
ノ
外
ニ
出
テ
ヽ
相
如
ニ
會
ヌ
（
巻
十
・
二
十
六
）

ｃ
　（
偶
然
、
人
な
ど
に
）
あ
う

・
此
ノ
和
尚
昔
シ
廁
ノ
前
ニ
シ
テ
一
ノ
鬼
ニ
値
フ
（
巻
七
・
二
十
一
）

ｄ
　
来
あ
わ
せ 

・
其
ノ
郡
ノ
御
谷
ノ
郷
ニ
一
人
ノ
乞
者
ノ
僧
値
ヘ
リ
（
巻
十
二
・
二
十
五
）

ｅ
　（
仏
・
如
来
な
ど
に
あ
う
、
転
じ
て
そ
れ
と
）
縁
を
結
ぶ

・
仏
ニ
遇
奉
テ
道
ヲ
得
ゾ
（
巻
二
・
三
十
）

〈
遇
機
〉―
　
機
会
・
時
節
等
、
ま
た
災
難
な
ど
好
ま
し
く
な
い
事
態
に

め
ぐ
り
あ
た
る

ｆ
　
季
節
・
時
に
巡
り
あ
う
。（
転
じ
て
、
そ
れ
に
乗
り
）
栄
え
る

・
其
ノ
灾
ニ
不
預
ズ
シ
テ
大
平
ニ
値
テ
冨
貴
ニ
至
レ
リ
ケ
リ
（
巻
七
・
二
十
八
）

ｇ
　
災
い
な
ど
、
悪
い
出
来
事
に
遭
遇
す
る
。

・
十
余
人
皆
其
ノ
難
ニ
値
テ
身
振
ヒ
心
動
テ
（
巻
十
二
・
十
六
）

〈
拮
抗
〉―
　
同
じ
よ
う
な
程
度
に
並
ぶ

ｈ
　（
軍
・
敵
に
）
立
ち
向
か
う
、
力
を
比
べ
る
。

・
彼
ノ
人
ハ
力
強
ク
心
武
キ
人
也
汝
不
可
合
ズ
（
巻
第
二
・
三
十
）

〈
合
致
〉―
　
複
数
の
も
の
が
一
つ
に
あ
わ
さ
る
、
一
致
す
る

ｉ
　
一
致
す
る

・
汝
カ
持
タ
ル
半
鏡
飛
ヒ
来
テ
我
カ
半
鏡
ニ
可
合
シ
（
巻
第
十
・
十
九
）

＊
８る

―　　―２



　
用
例
を
、
用
法
ご
と
に
整
理
し
、
用
例
数
を
、
表
に
示
す
。

　
表
よ
り
、「
會
」
は
、
用
例
数
の
多
少
は
あ
る
に
せ
よ
、
ど
の
用
法
で
も
見
ら

れ
る
漢
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
も
、
意
志
的
な
「
ア
フ
」
に
用

い
ら
れ
る
用
例
が
多
い
。

　
一
方
で
、
非
意
志
的
な
「
ア
フ
」
に
は
、「
値
」
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
遇
」
も
、
非
意
志
的
な
用
法
で
用
い
ら
れ
る
。

　「
値
」
と
「
遇
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
字
と
も
用
法
ａ
、
ｃ
で
は
、「
仏

教
者
」
に
あ
う
時
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
用
法
ｅ
で
用
い
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
値
」「
遇
」
が
、
仏
教
に
関
係
す
る
説
話
で
用
い
ら
れ
る
の

は
、
仏
典
を
中
心
に
「
値
遇
」
と
い
う
表
現
で
「
出
会
う
」
と
い
う
意
味
を
担

う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

３
．
特
徴
的
な
用
字
法
に
つ
い
て
の
検
討

　
本
節
で
は
、
特
定
の
用
法
と
表
記
の
対
応
が
確
認
で
き
る
か
、
特
に
用
例
の

多
い
用
法
ａ
、
用
法
ｃ
、
用
法
ｇ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
用
法
ａ
（（
会
い
た
い
と
思
い
、
人
な
ど
に
）
あ
う
）
に
つ
い
て

３．１　
用
法
ａ
は
、
會
、
値
、
遇
、
合
で
見
ら
れ
る
。
各
漢
字
が
ど
の
よ
う
な
対
象

に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
の
か
、
次
に
示
す
。

 

―　　―３

（
表
）
用
法
別
漢
字
分
類

値會遇合遭逢相

逢
　
会
・
結
　
婚

意
　
志

ａ　　６　２７　　２　　３

ｂ　　１

非
　
意
　
志

ｃ　　６６　１２　　６　　１１１

ｄ　　５

ｅ　　３０　　１　　３

遇
　
機

ｆ　　２　　１　　１

ｇ　１５　　３　　１１

一
致ｈ　　１　　４

拮
抗ｉ　　１　　２

合
　
計

　１１９　５２　１３　１０１１１

會値遇合

人

　
（
男
女
が
あ
う
　
）

２２

　９

２１１

仏
教
者

　　５２１

仏
・
菩
薩

鬼
神１

動
物１

合
計　２７６２１



　
　
用
法
ｃ
（（
偶
然
、
人
な
ど
に
）
あ
う
）
に
つ
い
て

３．２　
用
法
ｃ
は
、
値
、
會
、
遇
、
合
、
逢
、
相
で
見
ら
れ
る
。
各
漢
字
が
ど
の
よ

う
な
対
象
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
の
か
、
次
に
示
す
。

　
　
用
法
ｇ
（
災
い
な
ど
、
悪
い
出
来
事
に
遭
遇
す
る
）
に
つ
い
て

３．３　
用
法
ｇ
は
、
値
、
會
、
遇
、
遭
で
見
ら
れ
る
。
各
漢
字
が
ど
の
よ
う
な
対
象

に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
の
か
、
次
に
示
す
。

４
．
各
漢
字
の
特
徴

　
本
節
で
は
、
３
を
踏
ま
え
て
、
各
漢
字
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。

①「
値
」

　
用
法
ａ
、
ｃ
を
通
し
て
、「
仏
教
者
」
に
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
れ
は
、

仏
典
で
「
値
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
人
以
外
の
有
情
物
（「
鬼
神
」「
動
物
」）
と
出
会
う
時
に
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
は
「
値
」
に
の
み
見
ら
れ
る
。

　
用
例
を
確
認
す
る
と
、
行
為
の
意
志
性
に
関
係
な
く
、
人
以
外
の
有
情
物
に

は
「
値
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
人
に
は
、「
會
」
が
用
い
ら
れ
る
例

が
多
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、「
あ
う
」
と
い
う
行
為
の
意
志
性
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、

「
會
」
と
「
値
」
の
違
い
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
會
」
は
人
に

用
い
ら
れ
、「
値
」
は
人
以
外
の
有
情
物
に
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
人
の
中
で

―　　―４

値會遇合逢相

人

　（
盗
人（
　
）相
人（
　
））

１５

　６

　２

　１０３１１

仏
教
者

　１３　　１３

仏
・
菩
薩

仏
像（
　
）地
蔵（
　
）

　２

　９

鬼
神　１２　　１１

動
物　１５

合
計　６６　１２６１１１

値會遇遭

難８

自
然
災
害

　　２１

苦　　１１

禍
厄１

中
夭　　１１

大
魔
障

　　１

合
計　１３２１１

此
ノ
宿
レ
ル
僧
ニ
　値
　ヒ
奉
ヌ
レ
バ
（
巻
十
七
、
用
法
ｃ
）

船
主
ノ
男
道
ヲ
行
ク
ニ
船
ニ
乗
セ
シ
蛇
　値
　ヒ
ヌ
（
巻
五
、
用
法
ｃ
）

迷
ハ
シ
神
ニ
　値
　テ
然
テ
ハ
、
不
思
懸
ヌ
所
ニ
来
ニ
タ
ル
（
巻
二
十
七
、
用
法
ｃ
）



も
、「
仏
教
者
」
は
「
値
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　
用
法
ｇ
で
は
、「
水
難
」「
王
難
」
な
ど
、「
難
」
と
遭
遇
す
る
と
い
う
例
が
多

い
。
そ
の
中
に
は
、
地
蔵
菩
薩
が
難
に
遭
遇
す
る
と
い
う
例
も
二
例
含
ま
れ
る
。

ま
た
、「
中
夭
」「
大
魔
障
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
仏
教
的
な
対
象
に
対
し
て

用
い
ら
れ
る
と
い
え
る
。

②「
會
」

　
用
法
ａ
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
。
特
に
男
女
の
逢
会
を
表
す
用
例
が
多
い
。

　
一
方
、「
仏
教
者
」
に
あ
う
こ
と
は
、
用
例
数
と
し
て
は
他
の
漢
字
よ
り
も
多

い
が
、
用
例
数
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
他
の
漢
字
よ
り
も
少
な
い
。

③「
遇
」

　
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
非
意
志
的
な
行
為
に
用
い
ら
れ
る
点
と
、「
値
遇
」
と

い
う
漢
語
に
影
響
を
受
け
た
点
か
ら
、「
値
」
と
似
た
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
値
」
と
異
な
る
の
は
、
人
以
外
の
有
情
物
に
対
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。

④「
合
」

　
単
独
で
「
ア
フ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
例
が
少
な
い
た
め
、
明
確
な
特
徴

が
見
出
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、「
仏
教
者
」
に
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
点
と
、

他
の
漢
字
が
担
う
こ
と
が
少
な
い
用
法
ｈ
（
立
ち
向
か
う
、
力
を
比
べ
る
）、
ｉ

（
一
致
す
る
）
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
動

詞
「
ア
ハ
ス
」
に
「
合
」
が
多
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な 

「
合
」
は
二
つ

以
上
の
も
の
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
漢
字
だ
と
い
え
る
。

⑤「
遭
」

　『
今
昔
物
語
集
』
全
体
を
通
し
て
、
一
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
依
拠
文

 

同
じ
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
撰
述
の
際
に
、
依
拠

文
献
か
ら
そ
の
ま
ま
移
植
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

＊
９く、

＊
　１０献で

―　　―５

然
レ
バ
人
自
然
ラ
王
難
ニ
　値
　ハ
ム
時
心
ヲ
至
シ
テ
佛
ヲ
念
ジ
（
巻
十
二
、
用
法
ｇ
）

女
事
請
シ
テ
ケ
レ
バ
、
男
女
ノ
家
ニ
行
テ
　會
　ニ
ケ
リ
（
巻
二
十
九
、
用
法
ａ
）

神
明
ニ
行
テ
、
持
経
者
ニ
　會
　テ
、
宣
旨
ノ
趣
ヲ
仰
ス
。（
巻
十
二
、
用
法
ａ
）

其
ノ
時
ニ
外
道
有
リ
。
道
ヲ
行
ニ
此
ノ
閻
婆
羅
ニ
　遇
　ヌ
（
巻
二
、
用
法
ｃ
）

箭
橋
ノ
津
ニ
行
テ
海
人
ニ
　合
　テ
此
ノ
由
ヲ
語
テ
（
巻
十
七
、
用
法
ａ
）

彼
ハ
百
万
人
惣
テ
可
　合
　キ
ニ
非
ス
（
巻
五
、
用
法
ｉ
）

汝
カ
持
タ
ル
半
鏡
飛
ヒ
来
テ
我
ガ
半
鏡
ニ
可
　合
　シ
（
巻
十
、
用
法
ｊ
）

何
ナ
ル
罪
ヲ
作
テ
日
来
ノ
間
重
キ
禍
厄
ニ
　遭
　テ
死
テ
蘇
ラ
ム
（
巻
二
、
用
法
ｇ
）



⑥「
逢
」

　『
今
昔
物
語
集
』
全
体
を
通
し
て
、
一
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
依
拠
文

献
で
同
じ
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
撰
述
の
際
に
、
依
拠

文 

ら
そ
の
ま
ま
移
植
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑦「
相
」

　
接
頭
辞
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
鈴
鹿
本
に
現
存
す
る
巻
、
現
存
し
な
い
巻
の

そ
れ
ぞ
れ
で
一
例
ず
つ
、
動
詞
「
ア
フ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
鈴
鹿
本
で
見
ら
れ
る
用
例
は
、「
生
者
必
滅
、
会
者
定
離
」
の
訓
読
的
表
現
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
依
拠
文
献
と
さ
れ
る
『
大
方
便
仏
報
恩
経
第
三
』
で

は
こ
の
表
現
を
確
認
で
き 

同
文
系
の
説
話
と
さ
れ
る
『
三
国
伝
記
』『
私
聚

百
因
縁
集
』
で
は
、「
會
」
が
用
い
ら
れ
て
い 

　
鈴
鹿
本
に
現
存
し
な
い
巻
に
は
、「
我
（
稿
者
注
＊
佛
）
ニ
相
フ
」
と
い
う
用

例
が
あ
る
。
依
拠
文
献
で
は
「
遭
値
於
我
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
例
の
検
討
か

ら
「
相
」
が
「
ア
フ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

＊
　１１献か

＊
　１２ず、

＊
　１３た。

５
．
教
育
実
践
へ
の
提
言

　
本
稿
で
得
ら
れ
た
成
果
を
、
教
育
実
践
に
活
か
す
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
の
成
果
か
ら
は
、「
話
し
言
葉
に
留
ま
ら
ず
、
書
き
言
葉
（
用
字
法
）
も

変
遷
す
る
」
と
い
え
る
。「
今
昔
物
語
集
」
の
用
字
法
に
よ
っ
て
、
学
習
者
が

持
っ
て
い
る
規
範
（
現
在
の
用
字
法
）
を
相
対
化
し
、
学
習
者
の
こ
と
ば
に
対

す
る
意
識
・
興
味
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
現
代
の
用
字
法
と
異
な
る
こ
と
で
、
学
習
者
は
戸
惑
い
を
覚
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
表
面
的
な
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
で
古
典
テ
キ
ス
ト
と
の
距

離
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
と
同
じ
よ
う
に
、
一
定
の
規
範
に
則
っ

て
、
こ
と
ば
を
書
き
表
そ
う
と
し
た
書
写
者
の
行
為
と
し
て
「
今
昔
物
語
集
」

の
用
字
法
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、「
こ
と
ば
を
記
す
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
営
み

で
あ
る
の
か
と
い
う
、
学
習
者
の
問
題
に
肉
薄
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
提
案
し

た
い
。

　
高
等
学
校
の
教
科
書
を
確
認
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
「
値
」
と
表
記
さ
れ
た

箇
所
が
他
の
漢
字
に
置
き
換
わ
っ
て
い
た
り
、
仮
名
表
記
に
改
め
ら
れ
た
り
し

て
掲
載
さ
れ
て
い 

　
し
か
し
、「
今
昔
物
語
集
」
に
は
「
ア
フ
」
の
用
字
法
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
者
の
こ
と
ば
に
対
す
る
感
覚
を
高
め
得
る
と
す
れ
ば
、

読
み
や
す
さ
を
追
究
し
て
表
記
を
改
め
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
、
憾
み
が
残

る
。

　
教
科
書
を
利
用
し
て
、
授
業
を
展
開
す
る
授
業
者
は
、
そ
の
こ
と
を
認
識
し

＊
　１４る。

―　　―６

我
レ
ヲ
捕
ヘ
タ
ル
青
キ
使
者
、
官
人
ニ
　逢
　テ
云
ク
（
巻
七
、
用
法
ｃ
）

生
ル
者
ハ
必
ズ
滅
ス
、
　相
　ヘ
ル
者
ハ
定
メ
テ
離
ル
（
巻
二
、
用
法
ｃ
）



た
上
で
、
表
面
的
な
古
典
の
読
解
に
留
ま
ら
ず
、
古
典
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
、

学
習
者
に
自
己
の
こ
と
ば
を
見
つ
め
る
機
会
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

６
．
今
後
の
課
題

　
本
稿
で
は
、
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ア
フ
」
を
表
す
漢
字
の

用
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
概
略
は
次
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

①「
ア
フ
」
は
「
値
」「
會
」「
遇
」「
合
」
の
順
で
多
く
見
ら
れ
、「
遭
」「
逢
」

「
相
」
は
一
例
ず
つ
確
認
で
き
る
。
仮
名
は
、
和
歌
で
表
記
す
る
場
合
に
一
例

見
ら
れ
る
。

②
行
為
の
意
志
性
と
い
う
観
点
で
用
例
を
分
類
す
る
と
、
意
志
的
な
「
ア
フ
」

に
は
「
會
」
が
、
非
意
志
的
な
「
ア
フ
」
に
は
「
値
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
遇
」
も
、
非
意
志
的
な
行
為
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

③
行
為
の
対
象
と
い
う
観
点
で
用
例
を
分
析
す
る
と
、「
會
」
は
人
に
つ
い
て
、

「
値
」
は
人
以
外
の
有
情
物
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

④「
遭
」「
逢
」
は
、
依
拠
文
献
と
の
関
係
で
出
現
し
た
可
能
性
が
高
い
。「
相
」

は
依
拠
文
献
と
の
関
係
で
説
明
で
き
ず
、
課
題
が
残
る
。

　
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
他
の
文
献
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字
法
を
明
ら
か

に
す
る
こ 

今
後
の
課
題
と
す
る
。

＊
　１５とを

７
．
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用
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０
０
２
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森
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注
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９
９
９

・
説
話
研
究
会
編
『
冥
報
記
の
研
究
１－

２
』
勉
誠
出
版
　
１
９
９
９－

２
０

０
０

・
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
共
編
『
色
葉
字
類
抄
　
研
究
並
び
に
総
合
索
引
　
索
引

編
』
風
間
書
院
　
１
９
６
４
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葉
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９
８
４
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９
６
３
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昔
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語
集
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９
９
７
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磯
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３
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［
注
］

＊
１
　『
何
で
も
わ
か
る
漢
字
の
知
識
百
科
』
よ
り
引
用
。

＊
２
　「
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
　
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
鈴
鹿
本
の

１４

綴
じ
目
に
使
用
さ
れ
て
い
た
最
古
の
紙
よ
り
の
年
代
が
一
〇
一
八
年
か
ら

一
一
五
九
年
で
あ
る
こ
と
が
証
せ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
本
書
の
成
立
年
代
と

重
な
る
年
代
で
あ
る
。
紙
よ
り
だ
け
前
代
の
も
の
を
用
い
た
と
は
到
底
考

え
ら
れ
な
い
。
鈴
鹿
本
は
今
昔
物
語
集
の
原
本
か
若
し
く
は
限
り
な
く
原

本
に
近
い
写
本
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。」（
酒
井
憲
二

「
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
研
究
史
」（
安
田
章
編
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
―
影

印
と
考
証
』）
よ
り
引
用
。）

＊
３
　「
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字
法
に
つ
い
て
言
及
し
た
論

文
に
、
磯
貝
淳
一
「
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字
に
つ
い

て
―
和
漢
混
淆
文
と
の
比
較
か
ら
―
」
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
和
化
漢

文
資
料
で
は
漢
字
と
用
法
の
対
応
が
認
め
ら
れ
る
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り

文
（「
今
昔
物
語
集
」
を
含
む
。）
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
資
料
に
お
け
る
、
漢
字
と
用
法
の
対
応
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
が
得
た
調
査
結
果
と
は
異
な
る
た
め
、

本
稿
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

＊
４
　『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
と
、『
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
』
を
引
き
、

こ
れ
ら
の
漢
字
が
、
中
世
に
お
い
て
「
ア
フ
」
の
意
味
を
担
う
漢
字
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
た
。

［
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』］（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。）

　「
値
」　
直
事
反
　
ア
タ
ル
　
ア
フ
　
ア
ツ
　
和
チ
（
佛
上
　
・
４
）

２５

　「
會
」　
戸
外
反
　
ア
フ
　
ミ
ル
　
ム
カ
フ
　
カ
ナ
ラ
ス
　
カ
ナ
フ
　
ア

ツ
マ
ル
　
ハ
ム
　
ヒ
タ
メ
　
タ
マ
〳
 〵
　
和
ヱ
（
僧
中
２
・

１
）

　「
合
」　
胡
答
反
　
ア
ハ
セ
テ
　
カ
ナ
フ
　
ヘ
シ
　
コ
ソ
ル
　
ハ
カ
ル 

ア
ツ
マ
ル
　
ヤ
ハ
ラ
カ
ナ
リ
　
ア
フ
　
又
音
閤
（
僧
中
１
・
３
）

　「
遇
」　
音
寓
　
ア
フ
　
タ
マ
〳
〵
　
タ
マ
サ
カ
ニ
　
メ
ク
ル
　
ワ
ツ
カ

ニ
　
カ
ヘ
リ
ミ
ル
　
オ
モ
フ
ク
　
マ
イ
ル
　
和
同
（
佛
上
　
・
５７

２
）

　「
逢
」　
扶
恭
反
　
ア
フ
（
佛
上
　
・
２
）

６０

　「
遭
」　
音
糟
　
ア
フ
（
佛
上
　
・
１
）

６０

　「
相
」　
ア
フ
　
ニ
ル
　
ミ
ル
　
カ
タ
チ
　
タ
カ
ヒ
ニ
　
ト
ヲ
シ
　
ハ
ケ

ム
　
ト
フ
ラ
フ
　
イ
フ
　
ヲ
サ
ム
　
ハ
カ
ル
　
タ
カ
シ
　
マ
サ

　
ス
ケ
　
ミ
チ
ヒ
ク
　
ツ
チ
シ
ロ
（
佛
下
本
　
・
２
）

１１３

［
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』］（
反
切
の
省
略
は
稿
者
に
よ
る
。）

　
＼
會
　
ア
フ
　
＼
遇
　
＼
相
　
＼
逢
　
＼
値
　
對
　
觀
　
遭
　
…（
三

十
八
字
省
略
）… 

（
阿
　
辞
字
）

已
上
會
也

―　　―８



＊
５
　
仮
名
表
記
の
用
例
は
、
次
の
一
例
で
あ
る
。

　
シ
デ
ノ
山
コ
ヱ
ヌ
ル
人
ノ
ワ
ビ
シ
キ
ハ
コ
ヒ
シ
キ
人
ニ
ア
ハ
ヌ
ナ
リ
ケ

リ
（
巻
二
十
七
・
二
十
五
）

　
他
に
和
歌
で
用
い
ら
れ
る
用
例
は
な
い
が
、
和
歌
中
の
こ
と
ば
で
あ
る

た
め
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
６
　
磯
貝
２
０
０
３
に
示
さ
れ
た
用
法
を
細
分
化
す
る
に
あ
た
り
、〈
逢
会
〉

は
、
動
作
主
の
意
志
が
、
行
為
に
反
映
さ
れ
た
用
例
か
否
か
に
よ
っ
て
、

項
目
を
別
に
し
た
。
ま
た
、〈
遇
機
〉
は
、
出
来
事
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
、

項
目
を
別
に
し
た
。

＊
７
　
磯
貝
２
０
０
３
の
説
明
に
よ
る
。
以
下
、〈
結
婚
〉〈
遇
機
〉〈
拮
抗
〉

〈
合
致
〉
に
つ
い
て
も
同
じ
。

＊
８
　
用
法
ｄ
に
は
、「
Ａ
ア
フ
」
の
よ
う
に
、「
ニ
」
を
伴
わ
ず
「
主
語
＋
動

詞
」
の
構
文
を
と
る
用
例
を
分
類
し
た
。

＊
９
　「
合
」
が
他
動
詞
「
ア
ハ
ス
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
例
は
、
鈴
鹿
本
に

現
存
す
る
巻
全
体
で
、
三
十
七
例
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
漢
字
よ
り
も
圧

倒
的
に
多
い
。

＊
　
　
大
正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し
た
。

１０
＊
　
　
前
田
家
本
『
冥
報
記
』
で
確
認
し
た
。

１１
＊
　
　
大
正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し
た
。

１２
＊
　
　
今
野
達
他
校
注
『
今
昔
物
語
集
一
』
で
は
、「
以
百
因
縁
集
」
所
収
の
説

１３
話
を
同
文
的
同
話
と
位
置
づ
け
る
が
、
翻
刻
・
影
印
等
が
公
開
さ
れ
て
お

ら
ず
、
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
今
野
達
他
校
注

『
今
昔
物
語
集
一
』
に
は
、「
以
百
因
縁
集
以
下
、
す
べ
て
「
生
者
必
滅
、

會
者
定
離
。」」
と
あ
る
。

＊
　
　
例
え
ば
、
鈴
鹿
本
に
は
現
存
し
な
い
、
巻
二
十
八
所
収
の
、「
信
濃
守
藤

１４
原
陳
忠
、
落
入
御
坂
語
第
三
十
八
」（
通
称
「
受
領
は
倒
る
る
所
に
土
つ
か

め
」）
は
、
本
来
「
然
許
ノ
事
ニ
値
ヒ
テ
」
と
表
記
さ
れ
た
箇
所
が
、
教
科

書
に
よ
っ
て
、「
会
ひ
て
」「
遭
ひ
て
」「
あ
ひ
て
」
と
表
記
が
改
め
ら
れ
て

い
る
。「
然
許
ノ
事
」
と
は
、
足
を
踏
み
外
し
て
、
馬
ご
と
谷
に
転
が
り
落

ち
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
用
法
ｇ
に
分
類
で
き
る
用
例
で
あ

る
。
用
法
ｇ
は
、
鈴
鹿
本
で
は
「
値
」
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
鈴
鹿

本
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、
大
凡
、
鈴
鹿
本
が
現
存
し
な
い
巻
で
も
同
じ
傾

向
を
示
し
て
お
り
、
鈴
鹿
本
に
現
存
し
な
い
巻
で
あ
っ
て
も
、
本
稿
で
得

ら
れ
た
成
果
を
利
用
し
て
、「
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
ア
フ
」
の
用
字

法
を
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

＊
　
　
例
え
ば
、
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、
鈴
鹿
本

１５『
今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
よ
う
に
、「
ア
フ
」
を
書
記
す
る
際
に
、
他
の
漢

字
よ
り
も
「
値
」
を
多
く
使
用
す
る
文
献
に
金
沢
文
庫
本
『
佛
教
説
話
集
』

が
あ
る
。
し
か
し
、
金
沢
文
庫
本
『
佛
教
説
話
集
』
は
、「（
仏
・
如
来
な

ど
に
あ
う
、
転
じ
て
そ
れ
と
）
縁
を
結
ぶ
」
場
合
や
、「
教
・
法
に
巡
り
あ

う
」
場
合
に
「
値
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語
集
』

の
よ
う
に
、
行
為
の
意
志
性
や
、
行
為
の
対
象
の
観
点
か
ら
の
分
析
は
で

き
な
い
。
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